
 

 

 

 

 

「自覚」「立志」「健康」を胸に 令和７年度少年の日記念集会 
２月２日（月）、２年生が「少年の日記念集会」を行いました。初めに、校長先生から講話

があり、「少年の日」のスローガンである「自覚」「立志」「健康」の意味や意義を再認識し

ながら意識を高めるとともに、地域や社会の一員としての自覚を深めました。続いて、自分の

夢や目標に向けた志をもとに、一人ひとりが「誓いの言葉」を力強く立派な態度で発表しまし

た。会場の本校多目的ホールには、記念制作した数々の作品を展示し、それぞれの個性を光り

輝やかせました。 

２年生は、大きな行事をやり遂げ、また一つ成

長することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 

 

双海中学校便り 夕陽
ゆ う ひ

 
合言葉は「自分が好き 学校が好き 双海が好き」 

令和８年２月19日発行 

第 11号 

～ ２年生 誓いの言葉 ～ 

●人の言葉に振り回されず自分の目標に向か
って歩んでいきます。 
●自分の行動に責任を持ち、自立した大人への
一歩を踏み出します。 
●失敗を他人のせいにせず、自分の言葉に責任
を持ち自立した人間を目指します。 
●支えてくれるたくさんの人への感謝を忘れ
ず、何事にも前を向いて行動します。 
●将来の目標を叶えるために、最後までやり遂
げる強い意志を持ちます。 
●自分の弱さと向き合い困難から逃げない強
い心を持ちます。 
●自分を律し、他人に甘えず、行動一つ一つに
責任を持ちます。 
●周囲に流されずに自分で判断できるように
なります。 
●未来の自分に満足できるように一歩ずつ努
力していきます。 
●自分自身の価値を認め、自信をもって行動し
ます。 
●苦手なことにも挑戦し、将来の夢に向かって
努力します。 
●自分に与えられた仕事や役割を、責任をもっ
てやり遂げる人になります。 
●思いやりを大切にし支え合う心をもって責
任ある大人になります。 
●失敗を恐れずくじけずに努力し、成長してい
きます。 
●大人に一つ近づいたことを自覚し、過ちに気
付ける人になります。 
●大人へ成長していることを自覚し、時間に余
裕をもって行動できるようになります。 
●夢に向かって一度決めたことは最後までや
り抜きます。 
●夢に向かって一度決めたことは最後までや
り抜きます。 
●大人に近づいたことを自覚し、間違いを指摘
できる人になります。 



「少年の日」記念制作の様子  
「砥部焼」                         「自画像」 

 

 

 

 

「カラーサンドアート」                「ペンケース」 

 

 

 

 
 
上記の他に「ビオラの鉢植え」も行いました。２月下旬には、「記念合唱」と道後方面での

「メモリアルウォーク」を計画しています。その様子は次号の「夕陽」紙面でご紹介します。 
 

全校道徳「中野さんのなやみ～地元を大切にするってどういうこと？～」 
１月 20日（火）、「郷土愛」をテーマとした教材を使って、全校で

道徳科の授業を行いました。教材の主人公であり、本校の卒業生でもあ

る中野珠里さんをお招きし、授業に参加していただきました。授業では、

下灘駅を舞台に、町にたくさんの観光客が訪れ、盛り上がりを見せるこ

とについて様々な面から捉えていきました。授業の終末では、中野さん

ご自身が「地元を大切にすること」についての思いを語っ

てくれました。生徒の心にその語りが染みていき、考えを

深めることができました。今回の教材は、右の二次元コー

ドから視聴できます。ぜひ、ご覧ください。 
 

認知症サポーター中学生養成講座 
１月 22日（木）、全校生徒を対象とした認知症サポーター中学生養

成講座が行われました。伊予市長寿介護課や伊予市地域包括支援セン

ターの職員の方、「チームオレンジい～よ」の皆さんが講師として本

校にお越しくださり、楽しく講座を行ってくれました。講師の皆様の

演劇を見たり、小グループで話し合ったりして、認知症の方の困り感

や支える家族の思い、地域での支援の在り方等、多くのことを学び取

ることができました。 
 

学校運営協議会 
１月 27日(火)、第４回学校運営協議会では、12 月に地域の皆

様にもご協力いただいた「学校評価アンケート」をもとに、双海

中学校がさらによりよくなるための方策等について話し合いまし

た。話合いの結果は３月上旬に本校ＨＰに掲載します。 

https://futami-j.esnet.ed.jp/plugin/blogs/show/39/55/3158#frame-55

